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宋
代
に
お
け
る
茶
の
生
産
に
つ
い
て

水

野

正

明

｛ま

じ

め

茶
は
唐
末
五
代
以
来
、
日
常
生
活
の
必
需
品
、
国
内
商
業
、
国
際
貿
易
の
基
幹
商
品
の
一
つ
で
あ
り
、
重
要
産
業
部
門
と
し
て
当
然

に
発
達
し
た
生
産
、
流
通
構
造
を
そ
の
背
後
に
備
え
て
い
た
。

ロ
ッ
シ
ン
グ
・
パ
ッ
グ
の
「
水
稲
茶
区
」
に
示
さ
れ
る
如
き
作
物
編
成
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
唐
宋
変
革
期
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

あ
た
か
も
こ
の
時
期
は
江
南
水
稲
二
期
作
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の
集
約
化
、
地
方
的
農
業
、
手
工
業
の
分
化
発
達
の
時
代
で
あ
り
、

ま
た
社
会
の
分
化
、
私
的
社
会
勢
力
の
台
頭
に
呼
応
し
て
、
政
府
が
両
税
法
を
は
じ
め
、
商
税
、
専
売
、
互
市
舶
を
併
せ
た
財
政
政
策

を
推
進
し
、
富
国
強
兵
の
実
を
挙
げ
、
官
僚
制
、
寧
制
を
強
化
し
て
危
機
を
乗
り
切
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

広
範
な
作
付
地
を
も
っ
商
業
作
物
と
し
て
の
茶
の
登
場
は
、
こ
の
よ
う
に
私
的
領
域
の
成
長
、
国
家
財
政
再
建
の
た
め
の
一
大
転
換

の
両
側
面
が
不
可
分
離
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
茶
業
発
達
の
問
題
解
明
に
は
、
こ
の
複
雑
な
関
係
を
認
識
し
た
上
で
、
全
面
的
、
目
的

的
な
実
証
と
分
析
が
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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し
か
し
、
従
来
の
研
究
は
資
料
、
問
題
関
心
の
両
面
の
制
約
に
よ
り
甚
だ
空
白
な
分
野
が
多
い
。

「
茶
法
L

つ
ま
り
財
政
収
入
源
お

る
分
野
で
あ
る
が
、
総
額
約
三
千
八
百
万
斤
（
南
宋
）

よ
び
軍
鮪
、
買
馬
政
策
と
し
て
の
茶
専
売
の
制
度
史
は
、
佐
伯
富
氏
の
周
到
な
資
料
集
を
は
じ
め
と
し
て
、
最
も
よ
く
研
究
さ
れ
て
い

（

1
〉

に
も
達
し
た
と
い
う
茶
の
生
産
、
並
び
に
流
通
、
消
費
の
具
体
相
に
関
し
て
は

不
明
の
点
が
多
く
、
な
か
ん
ず
く
生
産
面
に
関
し
た
専
攻
の
論
文
は
、
建
州
北
苑
の
官
営
茶
園
に
つ
い
て
名
物
学
的
に
論
及
し
た
も
の

を
除
き
、
未
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
従
来
の
茶
法
研
究
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
目
的
的
に
資
料
蒐
集
を
行
な
っ
て
、
宋
代
を
中
心
と
す
る
茶
の
生
産
と
そ
の

展
開
に
つ
い
て
実
態
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
本
稿
作
成
に
当
つ
て
は
、
安
原
美
佐
雄
、

田
中
忠
夫
、
呉
覚
農
・
浩
和
鈎
、
清

水
彦
四
郎
、
山
下
寅
次
、
角
田
建
三
、
諸
岡
存
、
布
目
潮
調
、
青
木
正
児
、
佐
伯
富
、
河
上
光
一
、
古
林
森
広
、
梅
原
郁
、
華
山
、
加

藤
繁
、
日
野
開
三
郎
、
斯
波
義
信
、
佐
久
間
重
男
、
平
瀬
巳
之
吉
、
波
多
野
善
大
、
重
田
徳
氏
ら
先
達
の
業
前
日
ド
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

少
な
く
な
か
っ
た
。

分

類

茶
の
原
産
地
は
四
川
、
雲
南
一
帯
と
さ
れ
、
照
葉
樹
林
学
説
で
説
く
い
わ
ゆ
る
「
東
亜
半
月
弧
L

地
帯
に
照
応
す
る
と
言
わ
れ
羽
山

そ
れ
が
東
南
地
方
一
帯
に
ま
で
生
産
領
域
を
拡
大
す
る
の
は
、
南
北
朝
、
惰
唐
時
代
に
か
け
て
で
あ
M
N
そ
し
て
宋
代
に
お
い
て
も
、

宋
史
巻
一
八
四
に
「
高
宗
建
炎
初
、
：
：
：
嘗
是
時
、
茶
之
産
於
東
南
者
、
所
東
西
・
江
東
西
・
湖
南
北
・
福
建
・
准
南
・
由
民
東
西
路
十
、

州
六
十
有
六
、
鯨
二
百
四
十
有
二
」
と
端
的
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
、
秦
嶺
、
准
河
以
南
の
華
中
、
華
南
全
域
に
そ
の
栽
培
領
域
を
保
つ

て
い
た
。



さ
て
こ
う
し
た
地
域
で
栽
培
製
造
さ
れ
る
茶
貨
に
つ
い
て
、
従
来
、
片
茶
、
散
茶
と
い
っ
た
二
分
法
で
分
類
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し

る
前
一
に
、

か
し
複
雑
多
様
な
生
産
構
造
を
も
っ
宋
代
茶
業
は
、
こ
の
二
分
法
で
は
実
態
を
把
握
し
が
た
い
う
ら
み
が
あ
る
。
そ
こ
で
生
産
を
論
ず

一
ま
ず
多
角
的
な
分
類
を
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
付
産
地
・
銘
柄
に
よ
る
分
類
、
日
H
葉
形
・
摘
採
期
に
よ
る
分

類
、
同
製
法
・
喫
茶
法
に
よ
る
分
類
の
三
項
に
分
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
若
干
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

付
産
地
・
銘
柄
に
よ
る
分
類

四
川
産
の
茶
貨
は
萄
茶
、
川
茶
、
東
南
産
は
東
南
茶
、
南
茶
と
汎
称
さ
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
准
南
茶
、
江
茶
、
越
茶
、
建
茶
な
ど
に

宋代における茶の生産について

競
に
は
、

も
細
分
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
各
路
内
の
産
茶
州
県
に
お
い
て
如
何
な
る
銘
柄
茶
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
宋
会
要
食
貨
ニ
九
茶

四
川
を
除
き
東
南
地
方
の
各
産
茶
府
州
軍
の
銘
柄
を
列
挙
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
の
片
茶
、
散
茶
に
よ
る
分
類
を
地
名
に

さ
ら
に
他
書
に
よ
っ
て
補
填
す
れ
ば
、
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

よ
っ
て
ま
と
め
な
お
し
、
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路路四1
 
1
 
1
 
四

府

州
産
地
銘
柄
に
よ
る
分
類
（
＠
は
片
茶
、
⑮
は
散
茶
を
示
す
）

銘

柄

表
I 利綿漢彰嘉却萄雅

軍

蒙
頂
茶
（
名
山
茶
）

味
江
茶
、
崇
寧
茶
、
永
輿
軍
茶

火
井
茶

中
峯
茶

摘
口
茶

楊
村
茶

獣
目
茶

羅
村
茶

州州州州州州州州

出

輿
地
紀
勝
巻
一
四
七
景
物
下

東
驚
記
事
品
包
囲

宋
曾
要
職
官
四
一
二

崇
寧
四
年
十
二
月
三
日
係

長
編
巻
三
八
一

元
祐
元
年
六
月
甲
寅
候

宋
舎
要
食
貨
一
ニ
O

元
豊
三
年
間
九
月
二
日
篠 典
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邦j 湖南北路

慮
（
度
）
州

亥

州
宣

州

鏡池

州、｜州

江

陵

府

衡

州

榔

州
峡

州

蹄

州
都

武

軍

敏

州

浬鼎澄 岳復郡！洋輿

フ巳

f
 
f
 

1
7
 

H
N
H
 

守
山
ノ1
 
f
 

J
？
 

州州州｜：トト｜府

⑫
勝
金
、
鍬
薬
（
桑
）
、
華
英
、
華
花
、
運
合
、
先
春
、
早
春
、
来
泉
、
仙
（
遷
）
芝
、

折
税
、
不
及
競
⑧
若
茶
。
謝
源
（
委
源
燃
）

⑪
慶
合
、
福
合
、
運
合
、
片
茶
、
頭
骨
、
不
及
披
⑧
著
茶
、
末
散
茶
、
屑
茶

⑫
慶
合
、
運
合
、
仙
芝
、
不
及
続
、
頭
金
、
強
面
、
頭
骨

⑧
若
茶
、
末
茶
、
鹿
（
覇
）
茶
（
黄
）

⑫
泥
片

⑤
玉
津
、
金
片
、
縁
英

⑮
第
一
一
、
第
三
競

⑧
若
子
、
第
一
、
第
二
、
第
三
時
肌

＠
第
一
、
第
二
、
第
三
鏡
、
不
及
描
師
、
小
方
、
次
不
及
競

⑫
大
方
、
開
捲

⑫
大
方
、
関
捲
、
小
捲
、
生
黄
？
、
大
小
巴
陵
、
関
勝
、
崎
明
毛

⑮
生
黄
、
第
一
二
、
第
四
続
。
滋
湖
茶
（
含
一
一
）
、
白
鶴
茶

⑫
片
茶
⑧
草
茶

⑫
第
一
、
第
二
、
第
三
競

⑤
大
方
茶
（
独
行
、
霊
革
、
縁
牙
（
芽
）
）
、
片
茶
、
若
子
、
片
金
、
金
若

⑮
建
寧
、
大
拓
、
退
場
、
葉
末
、
府
管
、
楊
木
、
草
子

⑧
建
寧
、
大
拓
？
、
退
場
、
頭
子
、
府
管
、
楊
木
、
草
子

⑧
第
四
等

⑮
税
茶

⑮
草
子

⑧
清
口

⑮
土
産

大
竹
茶
、
油
麻
具
茶

西
郷
茶
、
浅
山
茶

宋
曾
要
食
貨
二
九
茶
競

グ

質

茶

債

宋
舎
要
食
貨
十

大
中
祥
符
五
年

文
献
遁
考
巻
十
八
往
権
考

新
安
志
巻
二
、
茶
課

宋
史
念
一
八
四
食
貨
志

宋
曾
要
食
貨
二
九
茶
競

u
q

買
茶
債

文
献
通
考
巻
十
八
征
権
考

岳
陽
風
土
記

能
改
斉
漫
録
巻
十
五
、
等

文
献
遜
考
巻
十
八
征
格
考
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話可 路 江南東准南西路

稽

委明 百←石越杭｜黄斬光喜子蕎慮｜南建南臨輿錆撫洪広江

徳康昌安江園

州州 豚 鱗州州｜州州州州州州｜軍軍軍軍軍州州州軍州

⑤
第
二
、
第
三
競
⑮
散
茶
＠
賓
雲
茶
、
香
林
茶
、
白
雲
茶

⑤
第
一
、
第
二
、
第
三
銃
⑮
第
三
競

。
日
韓
蹄
茶
（
臥
龍
〈
H
瑞
龍
茶
〉
、
丁
塊
茶
、
高
鴎
茶
、
小
突
茶
、
腐
路
茶
、
茶

山
茶
、
花
隠
茶
、
石
寛
茶
、
化
安
海
布
茶
）

。
剣
茶
（
爆
嶺
仙
茶
、
五
龍
茶
、
真
如
茶
、
紫
巌
茶
、
鹿
苑
茶
、
大
毘
茶
、
小

昆
茶
、
賠
坑
茶
、
細
坑
茶
）

＠
片
茶
⑮
第
二
、
第
三
披

＠
方
片
、
方
茶
、
第
二
等
⑮
第
三
等

⑮
上
、
中
、
下
競

⑮

M
M
 

⑮

H
H
 

⑤
東
首
、
浅
山
、
薄
側
⑮
上
、
中
、
下
鏡
、
浅
山

⑧
苗
茶
、
上
、
中
、
下
競
、
次
下
続

⑮
上
、
中
、
下
披

⑧
下
競

⑮
第
二
、
第
三
披

⑮
上
、
中
、
下
披

⑮
散
茶

⑮

散

茶

＠

黄

撃

茶

⑫
爾
府
披
、
不
及
競
⑮
散
茶

⑫
片
茶
⑮
散
茶

⑮
散
茶

⑮
散
茶

⑮
中
、
下
競

。
黄
龍
茶
、
鍵
井
茶
（
分
寧
鯨
）

宋
曾
要
食
貨
二
九
茶
焼

。

買

茶

債

威
淳
臨
安
志
念
五
八

風
土
、
物
産
、
貨
之
品
、
茶

曾
稽
士
山
品
位
十
七
日
銀
茶

刻
録
巻
十

草
木
禽
魚
話
茶
品

森喜
逼グ要
考食
念貨
十二
八九
語買茶
茶競
考債

宋
史
巻
一
八
四
食
貨
志

避
暑
録
話
巻
下

薄
洲
可
談
巻
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広南
西路 爾福建路

台湖睦温常徳建福部南薄桂

武怠I]

i
 
、i
 

’小ノ
Z
巾
I
J
Y
 

⑤
第
一
、
第
二
、
第
三
競
⑧
散
茶

⑪
折
税
、
第
一
、
第
二
披
⑧
末
等

。
天
台
茶
（
紫
凝
八
日
普
門
〉
、
貌
嶺
〈
l
天
封
〉
、
『
小
渓
〈
1
園
清
〉
）

⑤
第
一
、
第
二
、
．
第
一
二
、
、
四
、
第
五
続
（
等
）
⑧
散
茶

⑫
大
捲
、
土
、
中
等
（
競
）
⑧
上
、
中
、
下
等
。
陽
羨
茶

⑫
中
等
（
続
）
⑧
第
五
等

⑫
第
一
、
第
一
一
、
第
三
競

呉
興
志
巻
二
十

輿
地
紀
勝
倉
四
景
物
下

嘉
定
赤
城
志
念
コ
一
六

風
土
門
、
土
産

宋
史
雀
一
八
四
食
貨
志

避
暑
録
話
巻
下

宋
舎
要
食
貨
二
九
茶
競

グ

買

茶

債

三
山
士
山
巻
四
一

土
俗
類
コ
て
物
産
、
貨
、
茶

嶺
外
代
答
巻
六

グ

品

位

入

さ
て
東
南
地
方
の
銘
柄
を
見
て
気
付
く
こ
と
は
、
異
地
域
に
同
一
銘
柄
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
荊
湖
南
北
路
の
復
州
、
岳

。
顧
渚
茶
（
紫
筋
〈
1
等
〉
茶
）

i
 
f
 

A
y
 

－
 
－
 
’小ノf
 
f
 
H
 
f
 
l
 

’山ノ

⑧
第
二
、
第
三
競

州
、
海
州
に
見
え
る
つ
大
方
し
の
如
き
、
江
南
東
西
路
の
激
州
、
池
州
、
鏡
州
に
見
え
る
「
運
合
」
の
如
き
、

リ・Ii

⑫
龍
、
鳳
（
二
競
止
充
貢
）
、
的
乳
、
白
乳
、
頭
金
、
強
面
（
茶
）
、
頭
骨
、
次
骨
、

第
一
二
骨
、
末
骨
、
山
茶

⑪
的
乳
、
白
乳
、
頭
金
、
臆
面
、
頭
骨
、
次
骨
、
第
一
ニ
骨
、
末
骨
、
山
錠
（
挺
）

⑧
土
産
散
茶

。
方
山
茶

州軍州チH州

？
方
鍔

？
南
山
茶

建
州
、
南
剣
州
に
見
え
る
「
頭
金
L

寸
臆
面
L

「
頭
骨
L

の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
鏡
州
と
福
建
路
の

か
よ
う
な
現
象
は
大
観
茶
論
の
品
名
に
「
後
相
争
費
、

互
局
剥
箱
、
参
錯
無
操
曾
し
と
あ
る
よ
う
な
、
各
地
の
生
産
集
中
と
特
産
化
を
め
ぐ
る
競
合
の
産
物
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
荊
湖
南
北
路

の
揮
州
と
江
陵
府
の
散
茶
中
に
「
建
寧
L

な
る
銘
柄
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
興
味
深
い
。
当
該
地
方
に
も
建
寧
城
な
る
地
名
は
存
す

る
が
、
銘
柄
と
し
て
使
用
す
る
以
上
、
福
建
建
州
茶
の
名
声
に
迎
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



＠
印
は
言
わ
ば
絶
品
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
宋
史
巻
一
八
四
）
。
と
こ
ろ
で
葉
夢
得
の
避
暑
録
話
巻
下
に
「
草
茶
極
口
問
、
惟
鶴
見
井

－
顧
渚
、
亦
不
過
各
有
数
畝
、
：
：
：
爾
地
所
産
、
歳
亦
止
五
六
斤
」
と
あ
り
、
周
必
大
の
文
忠
集
巻
一
六
六
聞
居
録
に
も
寸
費
井
茶
乃

祖
埜
所
産
、
歳
種
牧
敷
斤
」
と
あ
る
よ
う
に
、
絶
品
中
の
鶴
見
井
茶
、
顧
渚
茶
は
年
間
わ
ず
か
数
斤
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
南
宋
に

お
け
る
全
産
額
が
多
い
時
で
大
約
三
千
八
百
万
斤
に
も
の
ぼ
る
の
を
考
慮
す
れ
ば
、
か
よ
う
な
絶
品
は
一
般
市
場
に
出
廻
る
こ
と
は
稀

で
、
主
に
士
大
夫
聞
の
脊
修
口
問
、
贈
答
品
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
茶
貨
に
は
脊
修
品
と
し
て
の
側
面
と
必
需
品

宋代における茶の生産について

と
し
て
の
側
面
の
二
面
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
銘
柄
の
価
格
に
つ
い
て
一
考
を
加
え
て
お
き
た
い
。
概
し
て
片
茶
は
高
級
品
、
散
茶
は
下
級
品
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
片
茶
、

散
茶
の
そ
れ
ぞ
れ
で
さ
ら
に
数
段
階
の
等
級
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
宋
史
巻
一
八
三
）
。
具
体
例
と
し
て
宋
会
要
食
貨
十
一
大
中
祥
五
年

の
条
に
は
「
鏡
州
茶
品
、
片
茶
慶
合
毎
斤
一
百
四
十
一
一
一
文
、
運
合
一
百
二
十
二
文
、
仙
芝
一
吉
一
十
文
、
不
及
競
七
十
七
文
、
頭
金
毎

斤
五
百
文
、
臆
面
四
百
一
十
五
文
、
頭
骨
一
一
一
百
五
十
五
文
、
若
茶
・
末
茶
並
四
十
一
文
、
鹿
黄
三
十
七
文
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
鶴
州
で

の
政
府
買
い
上
げ
価
格
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
高
の
「
頭
金
」
と
最
低
の
「
鹿
黄
」
と
の
間
に
十
三
倍
程
の
価
格
差
が
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
製
品
価
格
の
多
様
化
は
生
産
構
造
の
複
雑
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
消
費
者
の
商
品
撰
択
範
囲
の
広
さ
と
消

費
者
層
の
分
化
を
も
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
葉
形
・
摘
採
期
に
よ
る
分
類

宋
子
安
の
東
漢
試
茶
録

茶
名
に
は
、
建
州
茶
を
白
葉
茶
、
甘
葉
九
茶
）
、
早
茶
、
細
葉
茶
、
稽
茶
、
晩
茶
、
叢
茶
（
葉
茶
）
と
七
種
に

分
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
記
し
て
い
る
。

か
よ
う
な
分
類
は
葉
形
な
い
し
摘
採
期
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
種
の
う
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ち
特
に
白
葉
茶
（
白
茶
）
は
茶
葉
の
色
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
宋
代
の
皇
族
、
士
大
夫
に
闘
茶
を
通
じ
て
賞
味
さ
れ
た
も
の
で
あ
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る
。
甘
葉
茶
、
細
葉
茶
、
稽
茶
な
ど
は
樹
高
、
葉
の
厚
薄
や
形
状
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
う
ち
の
早
茶
、
晩
茶
は
字
の
示
す
如
く
摘
採
期
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
以
前
か
ら
茶
経
巻
上
一

之
源
に
「
郭
弘
農
云
、
早
取
魚
茶
、
晩
取
矯
著
、
或
一
日
奔
耳
L

と
あ
る
よ
う
に
、
茶
と
若
（
ザ
舛
）

と
の
一
一
期
区
分
は
行
な
わ
れ
て
い

た
。
し
か
る
に
宋
代
で
は
蘇
轍
の
撰
城
集
巻
三
九
中
書
舎
人
論
時
事
一
首

茶
凡
四
色
、
牙
茶
・
早
茶
・
晩
茶
・
秋
茶
是
也
L

と
あ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
四
期
区
分
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
資
料
は
同
時
に
園

申
本
省
論
慮
置
川
茶
未
曽
肢
に
「
土
日
茶
未
有
権
、
民
間
採

戸
の
摘
採
回
数
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
宋
代
の
最
多
摘
採
回
数
は
四
国
で
あ
っ
た
と
し
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

い
っ
た
早
期
に
採
る
も
の
に
は
「
雀
舌
」
、

「
褒
頼
L

、
「
一
槍
（
鎗
）

な
お
牙
茶
、
早
茶
と

一
旗
」
（
我
国
で
言
う
一
芯
一
葉
）
等
の
雅
語
が
あ
り
、
晩
茶
、

秋
茶
と
い
っ
た
晩
く
採
る
も
の
は
、

一
括
し
て
つ
秋
黄
老
葉
茶
」
（
宋
会
要
食
貨
ゴ
一

O
元
豊
元
年
九
月
十
一
日
）
、
「
寅
老
秋
葉
茶
」
（
宋

史
巻
一
八
四
）
、
「
秋
老
黄
茶
L

（
続
資
治
通
鑑
長
編
告
三
六
六
一
万
祐
一
万
年
二
月
美
未
）
、
「
黄
茶
」
（
楊
時

亀
山
集
巻
四
割
子
茶
法
）
な

ど
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
摘
採
期
の
葉
形
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
摘
採
期
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
「
社

前
L

（
社
日
前
）
、

「
火
前
」
（
禁
火
前
）
、

「
雨
前
」
（
穀
雨
前
）
、
っ
雨
後
L

（
穀
雨
後
）

な
ど
と
区
分
さ
れ
（
王
甑
園

準
林
巻
八
）
、
銘

柄
名
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

七
種
の
最
後
に
置
か
れ
た
叢
茶
に
関
し
て
、
東
漢
試
茶
録
に
は
っ
七
日
叢
茶
、
亦
日
葉
茶
、
叢
生
高
不
数
尺
、

一
歳
之
間
護
者
数
回
、

貧
民
取
以
爵
利
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
み
は
樹
形
の
仕
立
て
方
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
梅
完
臣
の
宛

陵
先
生
集
巻
五
六
次
韻
和
再
拝
に
「
建
漢
若
樹
成
大
樹
、
頗
殊
楚
越
所
種
茶
」
と
あ
り
、
沈
括
の
夢
渓
筆
談
巻
二
五
雑
誌
二
に
も
っ
建

茶
皆
喬
木
、
呉
・
萄
・
准
南
唯
叢
菱
而
己
、
品
目
居
下
L

と
あ
っ
て
、
建
茶
は
喬
木
で
あ
る
の
に
対
し
、
楚
、
越
あ
る
い
は
呉
、
局
、

准
南
で
は
叢
生
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
喬
木
は
野
生
に
近
い
状
態
を
、
叢
生
は
手
入
れ
の
ゆ
き
と
ど
い
た
茶
園
を
想
像
せ
し
め
る
が
、



こ
の
よ
う
に
宋
代
士
大
夫
の
称
賛
を
得
た
建
茶
に
喬
木
が
多
か
っ
た
の
は
、
「
野
者
上
、
園
者
下
」
（
茶
経
巻
上
一
之
源
、
歓
陽
修

ム
ノ、

一集）

と
言
う
よ
う
な
士
大
夫
の
曙
好
に
も
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
叢
生
は
摘
採
面
積
、
摘
採
能
率
な
ど
の
点
で
、

は
る
か
に
喬
木
よ
り
勝
っ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
こ
の
叢
生
こ
そ
が
宋
代
の
一
般
的
茶
樹
の
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
一
事
に
よ
っ
て
も
、
建
州
茶
業
を
敷
布
し
て
、
宋
代
全
般
の
茶
業
所
｝
推
し
量
る
の
は
極
め
て
危
険
な
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な

る
ま
い
。

宋代における茶の生産について

国
製
法
・
喫
茶
法
に
よ
る
分
類

宋
史
巻
一
八
三
で
は
茶
を
片
茶
、
散
茶
に
分
か
ち
、
片
茶
中
、
特
に
建
州
産
の
高
級
口
聞
を
臨
茶
と
し
て
い
る
が
、
一
言
う
ま
で
も
な
く

っ

す

こ
れ
は
製
法
に
よ
っ
た
分
類
で
あ
る
。
片
茶
は
団
茶
、
餅
茶
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
茶
葉
を
蒸
し
て
、
揚
く
か
研
る
か
し
、
型
に
入
れ
て

乾
燥
さ
せ
た
固
形
茶
で
あ
る
。
散
茶
は
葉
茶
と
も
呼
ば
れ
、
茶
葉
を
蒸
し
て
か
ら
ば
ら
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

北
宋
中
期
頃
か
ら
、
片
、
散
に
よ
る
分
類
と
は
別
に
、
末
茶
、
草
茶
な
る
分
類
が
登
場
す
る
。
こ
の
末
茶
、
草
茶
が
一
体
如
何
な
る
も

の
で
、
上
述
の
片
茶
、
散
茶
と
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
は
、
加
藤
繁
、
梅
原
郁
、
古
林
森
広
、
諸
問
存
、
山
下
寅
次
、
青
木
正
児

氏
ら
で
各
々
見
解
を
異
に
し
定
説
を
見
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
も
未
だ
明
快
な
見
解
を
持
ち
得
て
い
な
い
が
、
以
下
で
二
コ
一
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず

表
I
の
中
で
、
池
州
、
韓
州
（
江
南
東
西
路
）

の
散
茶
中
に
末
散
茶
、
末
茶
な
る
銘
柄
が
見
ら
れ
、

ま
た
謹
州
（
荊
湖
南
北
路
）

の
散

茶
中
に
草
茶
な
る
銘
柄
が
見
ら
れ
る
。

か
よ
う
な
こ
と
か
ら
末
茶
、
草
茶
い
ず
れ
も
固
形
茶
で
な
い
と
い
う
意
味
で
散
茶
に
帰
し
て
よ

い
と
考
え
る
。

た
だ
し
加
藤
氏
も
言
う
よ
う
に
、
喫
飲
時
に
粉
化
し
た
片
茶
も
当
然
末
茶
と
呼
ば
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
草
茶
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盛
於
両
断
」

と
あ
る
よ
う
に
、
草
茶
は
両
断
地
方
に
盛
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
両
断
地
方
の

（
欧
陽
修

間
岡
田
録
程
一
）
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製
法
を
伝
え
た
と
一
言
わ
れ
る
栄
西
の
喫
茶
養
生
記
巻
上
六
者
明
日
調
様
章
（
後
述
）

に
よ
れ
ば
、
そ
の
製
法
は
蒸
し
て
探
捻
を
加
え
ず
そ

の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
る
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
、
今
日
我
国
に
見
ら
れ
る
礎
茶
（
抹
茶
原
料
）

の
製
法
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ

が
享
茶
の
製
法
だ
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
古
林
氏
も
言
う
よ
う
に
、
草

茶
に
は
末
茶
の
原
料
に
さ
れ
る
時
と
葉
茶
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
る
時
と
の
三
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

さ
て
こ
う
し
た
分
類
と
は
別
に
、
中
国
茶
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
代
用
茶
、
混
合
茶
の
類
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
少
し
く
言
及
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
歴
代
の
茶
書
は
代
用
茶
、
混
合
茶
を
否
定
し
清
飲
を
推
奨
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
宋
代
一
般
社
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
は
相
当
流
行
し
て
い
た
。
重
修
政
和
謹
類
本
草
巻
十
三
石
に
は
蘇
頭
の
図
経
本
草
を
引
い
て
「
茶
之
別
者
有
釈
殻
芽
・
拘
杷
芽
・

枇
杷
芽
、
皆
治
風
疾
、
叉
有
息
爽
芽
・
根
芽
・
柳
芽
、
乃
上
春
摘
其
芽
和
茶
作
之
、
故
今
南
人
職
官
茶
往
往
雑
以
衆
葉
、
唯
茅
・
麓
’

竹
筆
之
類
不
可
入
、
自
徐
山
中
草
木
芽
葉
皆
可
和
合
、
棒
・
柿
尤
奇
」
と
あ
り
、
代
用
茶
な
ら
び
に
衆
葉
の
混
合
を
奨
励
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
代
用
茶
、
混
合
茶
の
存
在
は
茶
の
薬
物
的
利
用
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
喫
茶
段
階
で
も
、

陳
鵠
の
香
蓄
積
開
巻
八
に
「
東
投
云
、
唐
人
煎
茶
用
茎
、
故
醇
能
詩
云
、
撞
損
添
常
戒
、
茎
宜
著
更
誇
、
撮
此
則
又
有
用
盟
者
全
〈
、
近

世
有
用
此
二
物
者
、
必
大
笑
之
、
然
茶
之
中
等
者
、
用
茎
煎
信
佳
也
、
瞳
則
不
可
、
東
披
之
読
如
此
、
不
知
今
呉
門
・
昆
陵
・
京
口
煎

酷
茶
用
盟
、
其
来
日
久
、
却
不
品
目
有
用
聾
者
、
風
土
曜
百
好
、
各
有
不
同
し
と
あ
る
よ
う
に
、
各
地
で
塩
、
聾
な
ど
の
入
雑
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
呉
白
牧
の
夢
梁
録
巻
十
六
茶
瞳
に
「
四
時
貰
L
r
恥
払
〈
掛
し
と
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
代
用
茶
、
混
合
茶
を
指
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

宋
代
の
喫
茶
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
抹
茶
（
粉
茶
）

に
湯
を
点
ず
る
方
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
説
は
大

勢
と
し
て
誤
り
は
な
い
が
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
域
、
品
質
、
製
法
等
の
相
違
、
多
様
化
に
よ
っ
て



そ
れ
ぞ
れ
特
有
な
喫
茶
法
が
想
定
さ
れ
、
簡
単
に
概
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
喫
茶
の
段
階
で
使
用
さ
れ
る
茶

茶
名
に
詳
し
い
。

の
雅
語
隠
語
の
類
に
つ
い
て
は
楊
伯
昆
の
臆
乗

栽
培
お
よ
び
製
造

〈
栽
培
〉

宋代における茶の生産について

こ
の
方
面
の
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
茶
の
百
科
全
書
で
あ
る
唐
代
中
期
の
陸
羽
の
茶
経
も
、
そ
の
内
容
は
採
、
倍
、
煮
、
飲
に
詳

し
く
、
栽
培
に
関
し
て
は
「
法
如
種
瓜
、

三
歳
可
採
」
（
一
之
源
）
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
記
す
と
こ
ろ
極
め
て
少
な
い
。

し
か
し
な

が
ら
、

一
九
六
一
年
に
守
屋
美
都
雄
氏
の
校
勘
記
を
付
し
た
唐
の
韓
郡
撰
の
四
時
纂
要
が
公
刊
さ
れ
、
幸
に
も
こ
の
書
中
の
春
令
巻
二

に
や
や
詳
細
な
記
載
を
見
出
す
。
そ
し
て
、
四
時
纂
要
は
真
宗
天
稽
四
年
（
一

O
二
O
年
）
に
印
刷
さ
れ
て
諸
道
の
勧
農
司
に
配
布
し
、

北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
広
く
読
ま
れ
た
も
の
だ
と
一
言
う
か

M
V
こ
の
栽
培
法
は
宋
代
で
も
典
型
的
な
栽
培
法
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
適
宜
に
分
断
し
な
が
ら
掲
げ
説
明
を
加
え
た
い
。

付
種
茶
、
二
月
中
於
樹
下
或
北
陰
之
地
、
開
挟
圏
一
ニ
尺
深
一
尺
、
熟
顧
著
糞
和
士
、
毎
坑
六
七
十
頼
子
、
蓋
土
厚
一
寸
強
、
任
生
草

不
得
転
、
相
去
二
尺
種
一
方
、
皐
即
以
米
柑
龍
、
此
物
畏
日
、
桑
下
竹
陰
地
種
之
皆
可
、
二
年
外
方
可
転
治
、
以
小
便
稀
糞
輩
沙

撞
擁
之
又
不
可
太
多
、
恐
根
撤
故
也
、
大
葉
宜
山
中
帯
披
陵
、
若
於
平
地
、
即
須
於
雨
昨
深
開
溝
曜
洩
水
、
水
浸
根
必
死
、

付
は
、
作
付
期
、
作
付
適
地
（
茶
園
の
立
地
条
件
）
、
播
種
法
、
株
間
隔
、
施
肥
、
除
草
、
排
水
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
二
月

中
に
、
樹
下
あ
る
い
は
北
向
の
日
陰
の
地
に
、
円
周
三
尺
、
深
度
一
尺
の
穴
を
掘
り
、
堆
肥
を
土
と
ま
ぜ
、
穴
ご
と
に
六
、
七
十
頼
の
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茶
の
種
子
を
入
れ
、
土
を
一
寸
強
ば
か
り
蔽
う
。
草
は
生
ず
る
に
ま
か
せ
て
除
草
し
な
い
。
二
尺
間
隔
に
一
株
を
植
え
る
。
日
照
り
に
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は
品
料
を
注
ぐ
。
茶
は
直
射
日
光
を
き
ら
う
の
で
桑
下
竹
陰
の
地
に
植
え
る
の
に
適
し
て
い
る
。
二
年
後
か
ら
除
草
を
行
な
う
。
小
使
、

稀
糞
、
蚕
沙
で
培
養
す
る
の
は
非
常
に
よ
ろ
し
く
な
い
。
恐
ら
く
根
が
若
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
栽
培
は
大
体
山
中
の
傾
斜
地
が
適
し
て

い
る
が
、
も
し
平
地
に
栽
培
す
る
な
ら
、
両
畔
に
深
く
溝
を
掘
り
排
水
す
る
必
要
が
あ
る
。
水
が
浸
る
と
根
は
必
ず
腐
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
」

口
三
年
後
、
毎
科
収
茶
八
両
、
毎
畝
計
二
百
四
十
科
、
計
収
茶
一
百
二
十
斤
、

同
は
、
播
種
か
ら
摘
採
可
能
ま
で
の
年
数
、

一
株
当
り
の
収
量
、

一
畝
当
り
の
株
数
、

一
畝
当
り
の
収
量
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
三
年
後
、

一
株
ご
と
に
茶
八
両
を
収
穫
し
、

一
畝
ご
と
に
二
百
四
十
株
で
あ
る
か
ら
、

一
畝
に
つ
き
茶
一
百
二
十
斤
を
収
穫
で
き

る。
L国

茶
未
成
、
開
四
面
、
不
妨
種
雄
麻
・
黍
・
襟
等
、

国
は
間
作
法
を
説
く
。

「
茶
樹
が
ま
だ
生
育
し
な
い
間
は
、

お

あ

さ

き

び

く

ろ

き

ぴ

四
面
を
拓
き
、
雄
麻
、
黍
、
襟
等
を
栽
培
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
」

同
牧
茶
子
、
熟
時
牧
取
子
、
和
担
問
沙
土
持
、
官
議
盛
之
、
穣
草
蓋
、
不
爾
即
乃
凍
不
生
、
至
二
月
出
種
之
、

伺
は
種
子
貯
蔵
法
を
説
く
。

「
実
の
生
熟
し
た
時
に
種
子
を
採
取
し
、
湿
沙
土
と
混
ぜ
、
龍
に
盛
り
、
穣
草
で
覆
い
を
す
る
。
そ
う

し
な
い
と
凍
っ
て
生
育
し
な
い
。
二
月
に
取
り
出
し
て
植
え
る
。
し

こ
の
栽
培
法
は
そ
の
後
、
元
の
居
家
必
用
事
類
全
集
戊
集
巻
十
に
若
干
増
補
し
て
収
録
さ
れ
、
ま
た
玉
棋
の
農
書
巻
十
百
穀
譜
十
、

司
農
可
撰
の
農
桑
輯
要
巷
六
薬
草
、
さ
ら
に
明
の
徐
光
啓
の
農
政
全
書
巻
三
九
種
植
に
も
そ
れ
ぞ
れ
四
時
類
要
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
四
時
動
要
に
は
、
四
時
纂
要
に
見
え
る

ωと
同
の
部
分
が
欠
落
し
て
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
元
明
時
代
で
同
に
見
え

る
単
位
面
積
当
り
の
株
数
、
生
産
額
の
数
値
、
日
に
見
え
る
間
作
法
な
ど
に
変
化
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。



次
に
付
に
関
し
て
他
書
よ
り
少
し
く
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
作
付
適
地
（
茶
園
の
立
地
条
件
）

に
関
し
て
、
大
親
茶
論
の

地
産
に
は
っ
今
国
家
皆
植
木
、
以
資
茶
之
陰
」
と
あ
っ
て
、
直
射
日
光
を
避
け
る
た
め
、
進
ん
で
植
木
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
ま
た
山
中
の
傾
斜
地
に
茶
園
が
営
ま
れ
た
例
と
し
て
、
目
口
陶
の
浄
徳
集
巻
一
奏
属
官
場
買
茶
腐
損
園
戸
致
有
詞
訴
暗
一
間
事

肢
に
「
九
臨
豚
税
戸
牟
元
士
口
等
朕
稿
、
自
来
只
以
佃
食
茶
園
潟
業
、
払
ハ
サ
が
骨
骨
骨
、
不
何
回
骨
骨
静
骨
骨
骨
」
と
見
え
て
い
る
。
五
穀
の

栽
培
に
適
さ
な
い
傾
斜
地
も
、
こ
う
し
て
茶
を
作
付
す
る
こ
と
で
新
た
な
土
地
利
用
の
方
途
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

宋代における茶の生産について

播
種
に
関
し
て
、
明
の
許
次
梓
の
茶
疏

孜
本
に
「
茶
不
移
本
植
、
必
子
生
、
古
人
結
婚
必
以
茶
潟
雄
、
取
其
不
移
植
子
之
意
也
、

今
人
猶
名
其
檀
日
下
茶
し
と
あ
り
、
茶
の
繁
植
は
必
ず
播
種
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
移
植
す
る
と
生
育
し
な
い
の
で
、
古
人
が
結
納
に

ハロ）

茶
を
用
い
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
こ
と
で
、
宋
代
で
も
播
種
に
よ
る
場
合
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
移
植
に
よ
る
繁
殖
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
宋
会
要
職
官
四
三
乾
道
七
年
五
月
二
十
七
日
の
条
に
寸
四

川
茶
馬
司
奏
、
：
：
：
可
申
国
戸
牧
販
茶
子
入
蕃
界
、
日
有
申
獲
罪
賞
指
揮
、
近
有
持
茶
苗
公
然
入
蕃
博
買
、
深
層
不
使
、
：
：
：
照
得
、

茶
苗
栽
種
、
不
遇
二
年
、
使
可
採
摘
、
比
茶
子
潟
害
尤
重
」
と
あ
り
、
元
の
銚
蜂
の
牧
苓
集
巻
九
太
卒
宮
新
荘
記
に
も
っ
松
杉
柏
若
皆

摘
賓
接
子
、
畦
而
苗
之
移
置
し
と
あ
り
、
さ
ら
に
集
註
分
類
東
技
詩
巻
十
三
茶
詩
十
二
首

種
茶
に
も
移
植
に
よ
る
方
法
が
見
え
て
い

る
。
要
す
る
に
播
種
一
辺
倒
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

施
肥
に
関
し
て
、
夷
堅
志
己
巻
二
東
郷
健
闘
女
に
は
「
慶
元
一
ニ
年
、
浮
梁
東
郷
寺
償
法
浮
、
以
暮
冬
草
枯
之
際
、
令
童
行
翠
稽
糠
、

入
茶
園
培
翠
根
株
」
と
あ
り
、
稲
糠
を
肥
料
と
す
る
場
合
が
鏡
州
浮
梁
燃
で
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
居
家
必
用
事
類
全
集
戊
集
巻
十
種
茶

に
は
四
時
纂
要
の
記
載
を
補
っ
て
コ
二
年
後
、
即
得
多
着
糞
接
、
牛
糞
・
蚕
砂
・
雑
糞
壌
蓋
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
元
の
魯
明
善
の
農
桑
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衣
食
撮
要

二
月
種
茶
の
条
に
「
常
以
小
便
糞
水
或
輩
沙
葱
一
之
」
と
あ
っ
て
、
積
極
的
に
小
使
、
糞
水
、
蚕
沙
の
投
入
を
奨
励
し
て
い
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る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

除
草
に
関
し
て
、
浄
徳
集
巻
一
奏
篇
官
場
買
茶
腐
損
園
戸
致
有
詞
訴
喧
問
事
肢
に
「
操
九
臨
豚
税
戸
薫
元
吉
等
拭
稿
、
自
来
相
承
山

場
茶
園
等
業
、
毎
年
春
冬
、
雇
一
召
人
工
薦
剣
」
と
あ
り
、
彰
州
九
臨
鯨
で
は
、
毎
年
春
と
冬
の
二
期
、
除
草
を
行
な
っ
た
と
い
う
。

以
上
、
繁
殖
法
、
施
肥
に
四
時
纂
要
の
記
載
と
一
致
し
な
い
点
も
存
す
る
が
、
農
書
の
系
譜
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
栽
培
法

は
基
本
的
に
一
克
明
時
代
へ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

／＼ 

製
造、J

従
来
、
名
物
学
的
見
地
よ
り
紹
介
さ
れ
て
き
た
超
汝
調
の
北
苑
別
録
に
見
え
る
製
法
は
建
州
北
苑
の
腫
茶
の
製
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
李
新
の
跨
費
集
巻
十
九
上
皇
帝
寓
言
書
に
「
夫
臆
茶
之
直
、
敷
十
倍
於
草
茶
」
と
あ
り
、
時
臥
陽
僚
の
時
目
録
巻
一
一
一
に
も
「
慶
暦
中
、

薬
君
諜
震
幅
建
路
轄
運
使
、
始
造
小
片
龍
茶
以
進
、
其
品
紹
精
、
謂
之
小
圏
、
凡
二
十
餅
重
一
斤
、
其
債
直
金
二
一
閥
、
然
金
可
有
、
而

茶
不
可
得
」
と
あ
る
よ
う
に
、
臆
茶
は
高
級
品
で
そ
の
価
格
も
極
め
て
高
く
、

一
般
民
衆
の
需
要
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
王
棋
の
農
書
に
基
づ
き
、
大
衆
需
要
に
当
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
散
茶
の
製
法
を
考
察
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
王
棋
は
「
其
或
採
造
醸
貯
之
無
法
、
硬
措
煎
試
之
失
宜
、
則
建
芽
・
漸
若
祇
矯
常
ロ
聞
」
と
し
、
付
摘
採
、
件
製
造
、
同
貯
蔵
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
分
段
は
筆
者
）
。

付
故
採
之
宜
早
、
率
以
清
明
穀
雨
前
者
箆
佳
、
過
此
不
及
、
然
茶
之
美
者
質
良
而
植
茂
、
新
芽
一
襲
、
使
長
寸
儀
、
其
細
如
針
、
斯

潟
上
口
問
、
如
雀
舌
・
褒
頼
、
特
次
材
耳
、

同
探
詑
、
以
甑
微
蒸
、
生
熟
得
所
〈
生
則
味
濯
、
熟
則
味
減
〉
（
〈

〉
内
割
註
）
、
蒸
日
、
用
僅
箔
薄
灘
、
乗
産
略
探
之
、
入
賠
匂
怖
、



火
供
令
乾
、
勿
使
焦
、
編
竹
得
倍
、
裏
第
覆
之
、
以
牧
火
気
、

日
茶
性
喪
雷
、
故
宜
語
、
牧
蔵
者
必
以
第
龍
、
努
第
雑
貯
之
則
久
而
不
泡
、
宜
置
頓
高
慮
、
令
常
近
火
烏
佳
、

（
以
上
、
農
書
巻
十

百
穀
譜
十
茶
）

ωリ
摘
採
期
は
大
体
清
明
、
穀
雨
前
が
適
し
て
お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
よ
く
な
い
。
針
の
如
く
細
い
新
芽
が
上
等
で
、
雀
舌
、
参
頼

の
如
き
は
次
材
に
す
ぎ
な
い
。

宋代における茶の生産について

ロ
摘
み
お
わ
る
と
、
甑
で
微
か
に
蒸
す
。
蒸
し
加
減
は
適
度
に
す
る
〈
蒸
し
方
が
足
り
な
い
と
渋
く
、
逆
に
蒸
し
過
、
ぎ
る
と
味
が
な

僅
箔
を
用
い
て
薄
く
離
げ
、
湿
り
に
乗
じ
て
あ
ら
か
た
こ
れ
を
探
む
。
次
に
倍
に
入
れ
て
均
等
に
拡
げ
、

く
な
る
〉
。

蒸
し
お
わ
る
と
、

あ
ぶ
っ
て
乾
す
。
熔
は
竹
を
編
ん
で
作
り
、
詣
で
包
ん
で
覆
い
、
火
気
を
漏
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

日
茶
は
湿
気
を
嫌
う
の
で
、
貯
蔵
に
は
第
寵
を
用
い
る
。
請
を
募
っ
て
混
ぜ
、
こ
れ
を
貯
え
て
お
け
ば
長
く
湿
気
ら
な
い
。
高
所
に

置
い
て
常
に
火
気
を
近
づ
け
る
と
よ
い
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
が
、
付
は
夢
渓
筆
談
巻
三
四
雑
誌
一
か
ら
、
日
刊
の
後
半
の
一
部
と
同
も
蒸
裏
の
茶
録
の
蔵
茶
、
茶
倍
、

茶
寵
の
条
か
ら
抄
約
さ
れ
た
も
の
で
目
新
し
い
記
事
と
は
一
言
え
な
い
。

し
か
し
口
の
大
部
分
の
記
事
は
王
禎
自
身
の
見
聞
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
、
蒸
熱
↓
探
捻
↓
乾
燥
と
い
う
散
茶
製
法
の
素
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
農
桑
衣
食
撮
要
の
二
月
摘
茶
に
「
略
蒸
、

色
小
媛
、
韓
関
一
掃
気
、
通
用
手
探
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒸
し
加
減
は
茶
葉
の
色
の
変
化
に
よ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
栄
西
が
入
宋
時
の
見
聞
に
よ
り
、
両
漸
地
方
の
製
法
を
伝
え
た
も
の
と
言
わ
れ
る
喫
茶
養
生
記
程
上
六
者
明
調
様
章
の
内
容

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
見
宋
朝
倍
茶
様
、
朝
採
、
即
蒸
、
即
倍
之
、
憐
倦
怠
慢
之
者
、
不
可
潟
事
也
、
賠
棚
敷
紙
、
紙
不
煤
許
誘
火
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入
、
工
夫
而
陪
之
、
不
緩
不
念
、
終
夜
不
眠
、
夜
内
倍
上
、
盛
好
瓶
、
以
竹
葉
堅
問
、
則
経
年
歳
而
不
損
失
、
欲
採
時
、
人
夫
井
食
物
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競
薪
、
巨
多
割
置
、
而
後
採
之
而
己
」
。

こ
こ
で
玉
禎
農
書
の
製
法
と
比
較
し
て
相
違
点
を
述
べ
れ
ば
、
後
者
つ
ま
り
喫
茶
養
生
記
が

採
捻
の
工
程
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
、
賠
じ
る
時
に
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
貯
蔵
に
瓶
を
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ

ぅ
。
し
か
し
な
が
ら
蒸
し
て
賠
じ
る
と
い
う
大
局
に
お
い
て
は
両
者
共
一
致
す
る
。
そ
し
て
茶
経
を
は
じ
め
と
す
る
唐
宋
時
代
の
茶
書

の
製
法
も
、
中
間
工
程
に
数
段
階
の
工
夫
を
加
え
て
高
級
品
、
箸
修
口
問
に
製
造
す
る
も
の
の
、
こ
の
蒸
↓
婚
と
い
う
原
則
は
一
致
す
る
。

か
か
る
蒸
法
は
明
以
降
大
き
く
変
化
し
、
妙
法
が
製
法
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
許
次
静
の
茶
疏

以
上
要
す
る
に
、
栽
培
法
に
さ
し
た
る
変
化
は
見
ら
れ
ぬ
が
、
製
造
法
に
は
顕
著
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

妙
茶
な
ど
）
。

園
戸
（
生
産
者
）

の
経
営
構
造

茶
は
栽
培
を
通
じ
て
農
業
に
属
し
、

製
造
を
通
じ
て
手
工
業
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

清
末
に
お
い
て
、

山
戸
と
茶
荘

（
茶
競
）

つ
ま
り
栽
培
農
家
と
再
製
撰
別
工
場
（
生
葉
や
毛
茶
を
買
入
れ
て
製
造
し
た
り
再
製
し
た
り
す
る
茶
工
場
）
の
経
営
者
は
明

確
に
分
化
礼
マ
存
在
し
て
い
穏
で
は
宋
代
の
状
況
は
如
何
様
で
あ
っ
た
か
。
確
か
に
、
茶
を
製
粉
加
工
す
る
「
茶
磨
戸
」
な
る
業
者

は
存
在
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
消
費
市
場
の
小
売
の
段
階
に
登
場
し
て
二
次
的
加
工
を
担
当
す
る
も
の
で
、
立
地
条
件
と
し
て
も
水
力

を
利
用
で
き
る
河
川
近
傍
に
限
ら
れ
て
お
り
、
清
末
に
存
在
し
た
茶
荘
、
茶
競
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
前
掲
し
た
喫
茶
養
生
記
に
「
見
宋
朝
賠
茶
様
、
朝
採
、
時
蒸
、
跡
賠
之
、
：
：
：
紗
tw不
骨
、

trhm骨
い
ご
と
見
え
る
よ
う
に
、

宋
代
の
製
法
で
は
摘
採
す
れ
ば
す
ぐ
製
造
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
原
料
生
産
と
原
料
加
工
と
は
分
離
し
難
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
栽
培
者
は
自
ら
製
造
の
段
階
ま
で
担
当
す
る
傾
向
が
強
く
、
従
っ
て
宋
代
に
お
い
て
栽
培
と
製
造
は
一
応
未
分
化
の
状
態
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
浄
徳
集
巻
三
一

七
言
古
詩

以
茶
寄
宋
君
儀
有
詩
見
苓
和
之
に
「
九
峯
之
民
多
種
茶
、
山
村
櫛
比



千
高
家
、
：
：
：
陪
戸
常
子
火
前
造
、
春
来
畏
罪
不
敢
言
し
と
あ
り
、
韓
一
克
士
口
の
南
澗
甲
乙
稿
巻
十
六
朝
農
文
に
「
造
茶
夫
」
な
ど
と
見

え
る
よ
う
に
、
技
術
獲
得
者
が
季
節
的
に
生
産
地
に
導
入
さ
れ
る
場
合
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
経
営
的
に
未
分
化
で
あ
っ
て
も
技
術
的
に

は
分
化
し
て
い
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
茶
貨
は
、
権
茶
法
下
で
は
政
府
の
買
茶
場
、
権
貨
務
を
介
し
、
通
商
法
下
で
は
国
戸
と
の
直
接
取
引
に
よ
っ

て
商
人
の
手
に
渡
り
流
通
し
販
売
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
園
戸
が
自
ら
引
を
購
入
し
て
販
売
に
従
事
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
浄

宋代における茶の生産について

徳
集
巻
一
奏
属
官
場
買
茶
腐
園
戸
致
有
詞
訴
喧
聞
事
肢
に
は
「
操
期
日
茶
場
申
按
（
稿
？
）
、
至
徳
山
人
戸
、

時
柑
到
炭
賠
新
茶
、

赴
場

中
買
、
後
却
出
納
三
分
息
銭
牧
買
、
請
引
出
外
貨
貰
」
と
見
え
る
。
無
論
こ
う
し
た
販
売
は
遠
隔
地
方
に
取
引
き
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
的
小
市
場
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
に
生
産
者
園
戸
の
営
利
意
識
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
茶
が
商
業

作
物
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。
園
戸
の
販
売
を
取
締
っ
た
条
例
は
南
宋
期
に
至
っ
て
多
見
す

る
が
、
政
府
に
よ
る
科
敷
、
科
配
と
い
っ
た
引
の
強
制
割
当
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
と
ら
え
た
時
宜
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
経
営
規
模
に
つ
い
て
一
考
す
る
。
太
平
康
記
巻
三
七
陽
卒
諦
仙
の
条
に
は
「
初
九
臨
人
張
守
珪
、
仙
君
山
有
茶
園
、
毎
歳
召
採

茶
人
力
百
徐
人
、
男
女
傭
功
者
雑
慮
園
中
L

と
あ
り
、
こ
の
資
料
は
開
元
中
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
状
況
を
述
べ
た
も
の
と
言
わ

れ
る
か
ら
、
唐
代
中
期
で
四
川
の
彰
州
九
臨
鯨
に
は
既
に
か
よ
う
な
大
規
模
な
茶
園
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宋
代
で
は
管
見

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
、
雇
一
傭
人
数
、
茶
園
面
積
な
ど
の
直
接
経
営
規
模
に
関
し
た
資
料
を
検
出
で
き
ず
、
下
っ
て
明
代
で
は
皇
明
経
世
文

編
巻
一
五
五
楊
石
涼
奏
疏
に
漢
中
府
の
茶
園
に
つ
い
て
「
一
家
茶
園
有
三
五
日
程
歴
不
遍
者
、
有
百
品
開
戸
所
佃
茶
園
」
と
記
し
、

の
茶
園
で
も
見
廻
り
に
三
五
日
以
上
を
要
す
る
も
の
や
、
百
余
戸
の
佃
戸
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
に
よ
っ 家
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て
、
宋
代
で
も
相
当
大
規
模
な
茶
閣
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
実
四
川
に
お
い
て
は
、
季
節
的
な
一
雇
傭
労
働
を
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導
入
す
る
専
業
農
家
が
広
範
に
見
ら
れ
る
。
河
上
光
一
氏
も
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
尚
ν

浄
徳
集
巻
一
奏
矯
官
場
買
茶
暦
損
園
戸

致
有
詞
訴
喧
間
事
賦
に
は
、
九
臨
豚
税
戸
黛
元
士
口
、
牟
元
士
ロ
お
よ
び
園
戸
即
光
義
ら
が
春
、
冬
二
期
の
除
草
と
立
夏
、
小
満
時
節
の
採

造
の
た
め
に
人
工
を
雇
召
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
人
工
つ
ま
り
雇
農
は
っ
採
摘
用
力
者
多
是
貧
民
L

（
宋
会

要
食
貨
一
一
一

O
景
徳
一
一
一
年
七
月
三

O
日
）
と
見
え
る
如
く
、

一
般
的
に
貧
し
い
山
村
民
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
鴻
山
の
安
岳
集
巻

五
言
絶
句

茶
嶺
に
寸
新
繭
雨
露
濃
、
嶺
頭
春
味
足
、
緑
雲
採
顕
人
、
争
放
火
前
線
」
と
あ
る
よ
う
に
、
採
造
の
場
合
は
、
禁
火
つ

ま
り
果
、
食
節
の
前
ま
で
に
生
産
地
へ
雲
集
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
雇
農
を
導
入
す
る
程
の
専
業
地
帯
で
は
、
経
営
者
側
自
体
に
階
層
的
分
化
が
進
展
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。

果
し
て
浄
徳
集
令
一
奏
具
置
場
買
茶
旋
行
出
貰
遠
方
不
便
事
肢
に
は
「
茶
園
人
戸
、
多
者
歳
出
三
五
高
斤
、
小
者
只
及
一
二
百
斤
L

と

あ
り
、
四
川
園
戸
の
生
産
額
に
大
幅
な
聞
き
が
見
ら
れ
る
。
河
上
氏
は
こ
の
懸
隔
を
以
っ
て
四
川
に
お
け
る
大
土
地
所
有
存
在
の
一
証

左
と
も
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
掲
し
た
四
時
纂
要

ω
2三
ハ
頁
）
の
記
載
か
ら
茶
園
面
積
を
割
り
出
す
と
、
最
も
多
い
五
万
斤
の
場

合
で
も
、

8
・
。
。
。
弓
十
H
N
。
弓
壮
A
F
H
吋
罫
（
品
・
口
調
）
と
な
り
、

一
般
的
に
五
十
頃
前
後
を
限
田
の
対
象
と
す
る
よ
う
な
大
土
地
所
有
制

と
は
か
な
り
掛
け
離
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
れ
は
単
に
専
業
地
帯
で
の
階
層
分
化
を
示
す
資
料
と
考
え
ら
れ
一
明

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
専
業
地
帯
の
動
向
と
は
対
昧
的
に
、
五
穀
の
生
産
に
適
さ
な
い
厳
し
い
自
然
条
件
下
に
あ
る
山
地
、
荒
蕪

地
に
茶
の
如
き
換
金
作
物
を
導
入
し
、
粗
茶
を
製
し
て
売
り
出
す
こ
と
で
生
計
を
立
て
る
山
村
民
、
賓
民
が
存
在
し
て
い
た
。
諜
一
章
責

思
阿
南
道
中
行
記
に
は
「
紹
聖
二
年
三
月
壬
子
之
夕
、
宿
黄
牛
峡
、
明
日
葵
丑
、
：
：
：
陸
羽
茶
鰹
記
、
責

牛
峡
茶
可
飲
、
因
令
舟
人
求
之
、
有
姐
買
新
茶
一
龍
、
輿
草
案
無
異
、
山
中
無
好
事
者
故
耳
L

と
あ
い
川
ν

黄
庭
堅
は
貴
州
流
請
の
途
次
、

先
生
文
集
巻
二

O
雑
著
十
五

責
牛
峡
（
江
陵
府
）

で
山
村
の
老
婆
に
よ
る
粗
茶
の
販
売
を
目
賭
し
て
い
る
。
同
様
に
入
居
明
記
念
六
に
も
「
乾
道
六
年
十
月
九
日
、
．



：
・
晩
次
責
牛
廟
、
山
腹
高
陵
、
村
人
来
賓
茶
菜
者
甚
衆
、
：
：
：
茶
則
皆
如
柴
枝
草
案
、
苦
不
可
入
口
し
と
あ
り
、
陸
瀞
も
ま
た
ほ
ぼ
同

地
に
お
い
て
、
山
村
民
の
販
売
に
遭
遇
し
て
い
る
。
そ
し
て
静
徳
集
巻
三
一

七
言
古
詩

和
蒙
軒
に
「
蒙
軒
高
占
山
之
唖
、
其
上
五

頂
皆
生
茶
、
仙
崖
雲
霧
不
復
見
、
上
峯
紫
筋
今
矯
嘉
、
地
宜
物
産
種
植
慶
、
疲
民
所
持
如
禾
廊
、
朝
晴
衣
食
足
生
計
、
賦
税
力
投
供
王

家
、
：
：
：
」
と
あ
る
よ
う
に
、
劣
悪
な
自
然
条
件
下
に
あ
る
山
地
に
も
貧
民
が
入
植
し
、
茶
業
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
産
地
を
形

成
し
、
社
会
的
分
業
の
一
環
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

ま
た
元
来
、
山
地
丘
陵
が
多
く
耕
地
に
恵
ま
れ
な
い
福
建
で
は
、

宋代における茶の生産について

主
穀
を
他
地
域
に
仰
ぐ
必
要
か
ら
、
特
色
あ
る
換
金
作
物
を
導
入
し
適
地
に
適
作
を
行
っ
て
収
入
源
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
茶
は
そ
の

（
お
）

代
表
的
作
物
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
南
宋
の
は
じ
め
に
建
安
令
と
な
っ
た
韓
元
土
口
の
南
澗
甲
乙
稿
巻
十
六
叉
離
農
文
に
は
「
間
中
地

狭
小
、
民
患
無
回
可
耕
、
：
：
：
蓋
地
難
狭
惟
有
水
矯
回
、
其
無
水
之
地
可
以
種
粟
奏
者
、
未
如
泉
一
幅
之
賢
也
、
山
雄
多
惟
茶
果
之
植
、

其
負
山
之
原
可
以
塞
桑
拓
者
、
未
如
江
漸
之
美
也
、
毎
歳
茶
夫
既
散
富
家
大
屋
、
宜
有
以
招
之
、
停
其
耕
種
子
無
用
之
山
荒
嘘
之
地
L

と
あ
っ
て
、
行
政
レ
ベ
ル
で
も
適
地
適
作
、
山
地
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

っ
摘
山
煮
海
之
利
L

「
摘
山
市
駿
」
と
茶
盟
専
買
、
茶
店
内
貿
易
が
象
徴
さ

M
V
「
茶
山
L

「
茶
陵
L

「
若
山
」
な
ど
が
地
理
上
の
固
有
名

詞
に
ま
で
発
展
す
る
よ
う
に
、
山
地
丘
陵
を
以
っ
て
栽
培
適
地
と
す
る
茶
の
生
産
は
既
存
の
農
耕
地
を
そ
れ
ほ
ど
改
作
、
侵
食
せ
ず
に

ま
た
寺
院
に
よ
る
茶
園
経
営
が
よ
く
見
ら
れ
る
の
も
、
寺
院
の
建
立
が
茶
園
の
立
地
条
件
と
同
様
、

拡
大
興
隆
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
地
丘
陵
に
な
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

四

生
産
の
商
業
化
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生
産
形
態
の
変
遷
を
仮
に
、
自
生
茶
利
用
↓
栽
培
茶
（
自
給
的
生
産
↓
商
業
的
生
産
）
と
図
式
化
し
た
場
合
、
商
業
的
生
産
の
段
階
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に
到
達
す
る
の
は
一
体
い
つ
の
時
代
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
諸
岡
存
、
篠
田
統
氏
は
、
唐
代
の
生
産
が
原
則
と
し
て
自
生
茶
利
用
の
段
階

（

Mm）
 

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
篠
田
氏
が
立
論
の
根
拠
に
さ
れ
た
も
の
は
若
干
の
唐
詩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
次
の
よ
う

な
唐
詩
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
「
庭
樹
純
栽
橘
、
骨
骨
半
瞥
来
」
（
府
守
嘉
州
詩
巻
三
郡
斎
望
江
山
）
。
「
菱
湖
有
徐
翠
、

tr骨
骨
骨
骨
L

（
孟
東
野
詩
集
巷
四
越
中
山
水
）
。
前
者
は
盛
唐
山
守
参
の
嘉
州
刺
史
時
代
の
作
で
、
茶
園
と
言
え
な
い
ま
で
も
畑
の
畦
畔
に
栽
培
が
行
な

わ
れ
て
お
り
、
商
業
的
生
産
の
萌
芽
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
後
者
は
中
唐
孟
郊
の
作
で
あ
り
、
管
理
の
ゆ
き
と
ど
い
た
茶
園
を

想
像
せ
し
め
る
。

そ
し
て
唐
末
の
状
況
で
特
に
割
自
に
価
す
る
の
は
歎
州
祁
（
祈
）
門
鯨
の
茶
業
で
あ
る
。

「
邑
之
編
籍
民
五
十
（
千
？
）

四
百
徐
戸
、

其
聾
境
亦
不
得
小
、
山
多
而
国
少
、
水
清
而
地
沃
、
山
且
植
著
、
高
下
無
遺
士
、
千
里
之
内
業
於
茶
者
七
八
突
、
話
是
給
衣
食
、
供
賦

役
、
悉
持
此
、
祈
之
若
色
黄
而
香
、
買
客
威
議
愈
於
諸
方
、
毎
歳
一
一
一
一
一
月
賓
銀
縞
織
素
衣
求
市
、

持
貨
他
郡
者
、

摩
肩
接
跡
而
至
L
。

威
通
三
年
（
八
六
二
年
）

の
奥
付
を
も
っ
こ
の
文
苑
英
華
巻
八
一
三
張
途

一
耐
門
廓
新
修
関
門
漢
記
に
は
、
山
に
余
す
所
な
く
茶
が
植

え
ら
れ
、
千
里
の
内
で
茶
を
生
業
と
す
る
者
は
七
、
八
割
に
も
の
ぼ
り
、
毎
年
新
茶
の
出
廻
る
二
、
三
月
に
は
貰
客
が
摩
肩
接
跡
し
て

や
っ
て
く
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
清
朝
後
期
に
英
国
に
ま
で
名
を
馳
せ
た
「
キ
l
メ
ン
」
は
、
実
に
唐
末
よ
り
特
産
化

し
て
遠
隔
地
方
に
取
引
き
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
楊
嘩
の
膳
夫
経
手
録
に
は
「
始
萄
茶
得
名
蒙
頂
也
、
於
元
和
以
前
来
高
不
能
易
一
斤
先

春
蒙
頂
、
是
以
蒙
頂
前
後
之
人
、
競
栽
茶
以
規
厚
利
、
不
数
十
年
間
遠
斯
安
草
市
、
歳
出
千
蔦
斤
」
と
あ
り
、
四
川
雅
州
の
蒙
頂
茶
も

唐
末
に
全
国
的
に
名
声
を
博
し
、
そ
の
需
要
に
応
じ
て
広
く
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
唐
後
半
期
で
は
上
掲
二
地

の
ほ
か
、
海
州
の
紫
笥
茶
が
特
に
貢
進
用
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
。
大
歴
五
年
（
七
七

O
年
）
に
湖
州
長
輿
牒
の
顧
渚
山
に
茶
貢
院
が

（
明

μ）

設
置
さ
れ
（
嘉
泰
呉
輿
志
巻
二

O
土
貢
）
、
さ
ら
に
「
顧
山
、
勝
西
北
四
十
二
里
、
貞
元
己
後
、
毎
歳
以
進
奉
顧
山
紫
街
茶
、
役
工
一
ニ



高
、
累
月
方
畢
」
（
元
和
郡
鯨
圃
志
巻
二
五
江
南
道

湖
州
長
城
鯨
）

と
あ
る
よ
う
に
、

毎
年
三
万
人
を
駆
役
し
て
製

貞
元
以
後
、

茶
に
従
事
せ
し
め
た
と
い
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、
唐
末
に
は
既
に
一
部
の
地
域
で
商
業
的
生
産
の
段
階
ま
で
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
分
裂
期
の
五
代

十
国
の
時
代
に
至
る
と
、
各
国
は
封
鎖
経
済
政
策
を
と
り
、
努
め
て
自
国
の
特
産
品
を
育
成
、
奨
励
し
た
。
そ
の
結
果
、
王
氏
の
前
萄

で
は
政
府
の
保
護
、
奨
励
の
下
に
目
ざ
ま
し
く
茶
業
の
展
開
を
み
せ
た
。

（
四
川
）
、
馬
氏
の
楚
（
湖
南
）
、
李
氏
の
南
唐
（
江
西
、
福
建
）

宋代における茶の生産について

宋
朝
が
江
南
平
定
前
に
、
沿
江
に
権
貨
務
（
権
場
、
権
署
）

を
設
け
て
輸
入
統
制
を
行
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
権
外
茶
や
、
准
南
江
北
の
地

で
施
行
し
た
権
内
茶
も
、
大
所
高
所
か
ら
言
え
ば
江
南
茶
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
国
産
茶
奨
励
と
い
う
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
五
代

宋
初
の
分
裂
期
こ
そ
は
、
唐
末
に
一
二
の
地
方
に
萌
し
て
い
た
茶
業
を
中
国
全
域
に
波
及
さ
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
そ
し
て
太
宗
期
に
完
遂
さ
れ
た
政
治
的
全
国
統
一
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
茶
業
は
権
茶
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
軍
舗
、
買
馬

と
い
っ
た
重
要
な
政
策
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
詳
細
は
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
研
究
者
に
よ
っ
て
説
き
明
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
従
来
の
研
究
を
通
じ
て
一
般
的
に
言
え
る
こ
と
は
、
権
茶
体
制
（
九
六

O

一
O
五
九
年
）

の
生
産
面
、
特
に
園
戸
に

与
え
た
影
響
を
一
律
に
抑
圧
と
一
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
が
全
面
的
に
事
実
で
あ
っ
た
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
。
宋
代

の
権
茶
法

廃
止
に
反
対
し
て
通
商
法
の
諸
害
を
五
ケ
条
に
わ
た
っ
て
説
い
て
い
る
が
、
生
産
面
に
関
し
た
条
文
を
抽
出
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

人
士
の
中
に
あ
っ
て
も
権
茶
を
是
と
す
る
意
見
は
現
に
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
欧
陽
僚
は
嘉
祐
四
年
（
一

O
五
九
年
）
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「
江
南
・
荊
湖
・
雨
荷
数
路
之
民
、
奮
納
茶
税
、
今
襲
租
鏡
、
使
民
破
産
亡
家
、
怨
睦
愁
昔
、
不
可
堪
忍
、
或
翠
族
而
逃
、
或
白
樫
而

死
、
仲
其
潟
骨
一
世
、
：
：
：
往
時
官
茶
容
民
入
雑
、
故
茶
多
雨
賎
、
偏
行
天
下
、
今
民
自
買
買
、
須
要
員
茶
、
員
茶
不
多
、
其
債
途
貴
、
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小
商
不
能
多
販
、
叉
不
眠
遠
行
、
故
近
茶
之
慮
、
頓
食
貴
茶
、
遠
茶
之
方
、
向
去
更
無
茶
食
、
此
其
矯
害
四
也
、

i
：・
L

（
欧
陽
文
忠
全

集
巷
一
一
一
一
論
茶
法
奏
朕
）
。
第
一
害
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
権
茶
法
下
の
園
戸
は
、
生
産
し
た
一
部
の
茶
を
折
税
茶
（
茶
税
）
、
折
役

茶
な
ど
と
称
す
る
税
役
の
代
納
に
用
い
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
茶
も
政
府
か
ら
本
銭
を
支
給
さ
れ
て
悉
く
納
官
す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
通
商
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
本
銭
の
支
給
が
な
く
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
茶
租
（
栽
培
許
可
料
）
ま
で
増
徴
さ

れ
、
園
戸
が
窮
乏
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
茶
租
の
徴
収
が
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
有
名
な
張
知
賑
菜
の
説
話
の
中
に

も
「
至
嘉
祐
中
改
茶
法
、
湖
湘
之
民
、
苦
於
茶
租
」
（
沈
括

補
筆
談
巻
二
官
政
）

と
見
え
て
い
る
o

－
第
四
害
に
つ
い
て
、
「
往
時
官
茶

容
民
入
雑
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
茶
法
下
の
政
府
買
い
上
げ
が
、
関
係
官
吏
の
ノ
ル
マ
制
の
ゆ
え
も
あ
っ
て
か
、
品
質
規
格
の
点
で

か
な
り
ル
ー
ズ
な
も
の
で
、
園
戸
に
と
っ
て
必
ず
し
も
不
利
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
自
由
売
買
が
許
容
さ
れ
る

と
、
勢
い
品
質
規
格
は
厳
格
と
な
り
、
そ
の
た
め
茶
の
流
通
量
は
減
少
し
、
流
通
機
能
も
マ
ヒ
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
権
茶
法
下
で
は
、

買
い
上
げ
価
格
の
吊
り
上
げ
（
宋
会
要
食
貨
三

O
太
卒
興
園
二
年
五
月
）
、

官
米
の
支
給
（
績
資
治
通

鑑
長
編
巻
五
九
景
徳
二
月
四
月
乙
巳
）
、
折
役
茶
の
免
除
（
同
上
書
巻
一
一
五
景
祐
元
年
九
月
辛
丑
）
な
ど
園
戸
に
対
す
る
優
遇
策
が
随

時
に
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
先
述
の
四
時
纂
要
の
配
布
な
ど
に
よ
っ
て
技
術
的
指
導
も
相
当
行
な
わ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
要

す
る
に
、
権
茶
体
制
は
、
叫
配
骨
九
山
田
配
い
い
恥
骨
格
船
長
卦
わ
掛
令
、
資
金
の
融
通
、
販
路
の
維
持
と
い
う
一
定
の
保
障
を
園
戸
に
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
自
由
売
買
下
で
予
想
さ
れ
る
商
人
の
買
い
た
た
き
ゃ
、
品
質
、
産
量
を
め
ぐ
る
園
戸
相
互
の
競
合
も
回
避
さ
せ

る
効
力
を
も
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
五
代
以
来
の
殖
産
興
業
政
策
の
延
長
上
に
位
置
せ
し
め
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
権
茶
体
制
は
、
政
府
が
市
場
に
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
生
産
の
商
業
化
を
一
層
促
進
せ
し
め
る
結
果
を
も
た

ら
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



お
わ
り
に

唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
、
東

南
地
方
の
産
茶
額
の
増
減
を
路
別

単
位
に
見
る
と
、
増
加
現
象
は
漸

宋代における茶の生産について

次
に
荊
湖
北
路
か
ら
南
下
東
進
し

両
漸
、
福
建
、
広
南
東
西
路
に
顕

著
と
な
る
こ
と
は
既
に
河
上
光
一

（
肌
叫
〉

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
当
該
地
方
の
人
口
増
加
、

都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
は
、
産
茶
額
が
各

路
内
で
ど
れ
だ
け
あ
る
産
地
に
集

中
し
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
に
し

た
い
。
集
中
の
度
合
を
見
る
こ
と
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で
商
業
化
が
如
何
に
進
展
し
て
い

表II 茶生産の集中（宋禽要食貨二九紹興三十二年）

邦j湖南北路（18産茶府州軍） ][ 江南東西路（19産茶府州軍）

府州軍 ｜生産数量（斤）｜比率（%） 府州軍 ｜生産数量（ff)1，比率（%）

海 州 1,034,827 50.93 隆 興 府 2,819,425 30.85 

岳 州 501,240 24.67 徽 （敏） 州 2,102,540 23.01 

事目 州 177,710 8.75 江 州 1,462,250 16.00 

常 徳 府 130,180 6.41 寧 国 府 1,120,654 12.26 

野 州 48,500 Z.39 輿 国 軍 936,555 10.25 

以上五府州｜湖457 I 田14 以上五府州軍 1・ 8,441,424 I ・ 92.37 

6.86 7.63 

十八産茶府川｜箪｜捌，791 ! 100.00 十九産茶府州軍 l9,139,196 I 100.00 

福建路（5産茶府州軍：）

府州軍 件産数量（斤）｜比率（%）

建 宅省首再安 府 950,000 96.77 

部 武 軍 11,259 1.15 

南 劇l 州 10,100 1.03 

汀 州 10,100 1.03 

福 州 210 0.02 

以上五府州軍｜ 981,669 I 100.00 

N 両漸路（12産茶府州軍）

府州軍 ｜生産数量（斤）｜比率（%）

臨 安 府 2,190,632 39.49 

巌 州 2,120,160 38.22 

明 外l 510,435 9.2 
紹 輿 府 385,060 6.94 

湖 外l 161,501 2.91 

以上五府州 1 5,367,788 I 96.76 

以下七府州軍｜ 3.24 

十二産茶府州軍｜組閣5 ! 100.00 

m 
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た
か
を
裏
付
け
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
表
H
は
、
宋
会
要
食
貨
二
九
に
見
え
る
東
南
地
方
の
産
茶
額
（
紹
興
三
十
二
年
）
を

四
地
域
に
区
画
し
て
、
各
々
主
要
産
地
へ
の
集
中
度
を
示
し
た
も
の
で
あ
石
山
一
見
し
て
、
山
地
丘
陵
を
周
辺
に
セ
つ
江
南
諸
都
市
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
荊
湖
南
北
路
で
は
十
八
産
茶
府
州
軍
中
の
浬
州
に

8
・
8
w眠
、
福
建
路
で
は
五
産

茶
府
州
軍
中
の
建
寧
府
に
ま
・

3
U民
主
荷
い
集
中
度
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
江
南
西
路
（
十
九
産
茶
府
州
軍
）
と
両
漸
路
（
十
二
産
茶

府
州
軍
）
も
上
位
の
五
府
州
軍
に

gdp以
上
の
集
中
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
よ
う
な
現
象
は
、
茶
の
生
産
が
決
し
て
自
家
消
費
の

た
め
や
、
自
家
消
費
の
余
剰
分
を
商
品
化
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
広
い
市
場
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

以
上
、
唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
茶
の
生
産
も
、
米
穀
、
油
脂
、
競
菜
、
果
実
、
砂
糖
、
材
木
な
ど
他
の
自
然
的
農
業
物
質
と
同
様
、

商
業
化
し
て
く
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
権
茶
法
廃
止
後
の
商
業
化
の
動
向
、
流
通
事
情
、
喫
茶
の
普
及
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は

稿
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

注（
1
）
 

（

2
）
 

宋
会
要
食
貨
二
九
産
茶
額
と
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
甲
集
巻
十
四
局
茶
僚
に
よ
る
。

安
原
美
佐
雄
編
『
支
那
の
工
業
と
原
料
』
第
十
三
章
茶
業
、
上
海
日
本
人
実
業
協
会
、
一
九
一
九
。
問
中
忠
夫
『
支
那
経
済
史
研
究
』
第
三
篇

支
那
茶
業
史
論
、
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
。
呉
覚
農
・
菰
和
鈎
『
中
間
茶
業
問
題
』
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
。
清
水
彦
四
郎
編
『
支
那

茶
事
情
』
、
茶
業
組
合
中
央
会
議
所
、
一
九
四
O
。
山
下
寅
次
「
支
那
歴
代
煎
茶
考
」
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
論
叢
』
所
収
、
一
九
一
二

O
。
角
田

建
三
「
宋
代
北
苑
に
発
達
せ
る
研
一
一
茶
に
就
い
て
（
上
）
」
『
大
東
文
化
学
報
』
五
、
一
九
四
二
。
諸
岡
存
『
茶
経
評
釈
』
『
同
外
篇
』
、
茶
業
組

合
中
央
会
議
所
、
一
九
四
三
、
出
版
科
学
総
合
研
究
所
、
一
九
七
八
復
刊
。
布
目
潮
調
他
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
一
巻
、
淡
交
社
、
一
九
五
七
。

布
目
潮
調
、
中
村
喬
『
中
国
の
茶
書
』
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
。
青
木
正
児
『
中
華
茶
書
』
『
全
集
』
第
八
巻
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
七
一
。
佐
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伯
富
編
『
宋
代
茶
法
研
究
資
料
』
、
東
方
文
化
研
究
所
、
一
九
四
二
、
「
宋
初
に
お
け
る
茶
の
専
売
制
度
」
「
宋
代
の
茶
商
寧
に
つ
い
て
」
「
宋
代

林
特
の
茶
法
に
つ
い
て
し
「
宋
代
仁
宗
朝
に
お
け
る
茶
法
に
つ
い
て
」
『
中
国
史
研
究
』
第
一
、
第
二
所
収
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
九
、
一

九
七
一
。
河
上
光
一
「
宋
初
の
茶
業
・
茶
法
」
『
東
方
学
』
六
、
一
九
五
一
、
「
宋
代
四
川
に
於
け
る
格
茶
法
の
開
始
」
『
東
方
学
』
一
一
一
一
一
、
一

九
六
二
、
「
宋
代
田
川
の
権
茶
法
」
『
史
学
雑
誌
』
七
一

i
十
一
、
一
九
六
二
。
古
林
森
広
「
北
宋
の
水
磨
茶
専
売
に
つ
い
て
」
「
北
宋
茶
市
場

の
分
析
し
『
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
六
、
二
一
、
一
九
六
九
、
一
九
七
九
。
梅
原
郁
「
宋
代
茶
法
の
一
考
察
」
『
史
林
』
五
五

一
、
一
九
七
二
、
「
青
唐
の
馬
と
四
川
の
茶
北
宋
時
代
四
川
茶
法
の
展
開
｜
」
『
東
方
学
報
』
四
五
、
一
九
七
コ
寸
華
山
「
従
茶
葉
経
済
看
宋

代
社
会
」
『
宋
遼
金
社
会
経
済
史
論
集
』
第
二
集
所
収
、
崇
文
書
店
、
一
九
七
一
ニ
。
加
藤
繁
『
支
那
経
済
史
概
説
』
第
四
章
食
料
生
産
、
弘
文

堂
、
一
九
四
回
、
「
支
那
に
お
け
る
主
要
産
業
の
発
達
に
つ
い
て
」
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
巻
所
収
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
二
。
日
野
関
三
郎

『
東
洋
中
世
史
伺
』
第
二
篇
第
一
章
産
業
の
発
達
、
平
凡
社
、
一
九
三
回
、
「
宋
代
農
村
生
活
概
観
」
『
西
日
本
史
学
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』

所
収
、
一
九
六

O
。
斯
波
義
信
『
宋
代
商
業
史
研
究
』
第
三
章
宋
代
に
お
け
る
全
国
的
市
場
の
形
成
、
風
間
書
一
房
、
一
九
六
八
。
佐
久
間
重
男

「
明
代
の
茶
業
と
国
家
統
制
」
『
北
海
道
大
学
人
文
科
学
論
集
』
一
、
一
九
六
二
。
平
瀬
巳
之
士
口
『
近
代
支
那
経
済
史
』
二
六
五
二
九

O
頁、

中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
。
波
多
野
善
大
「
中
国
輸
出
茶
の
生
産
構
造
｜
｜
ア
ヘ
ン
戦
争
前
に
お
け
る

i
i」
『
中
国
近
代
工
業
史
の
研
究
』

所
収
、
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
一
。
重
田
徳
『
清
代
社
会
経
済
史
研
究
』
第
四
章
清
末
の
産
業
構
造
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
。

橋
本
実
「
茶
の
伝
播
史
」
『
植
物
と
文
化
』
九
、
一
九
七
三
、
「
茶
樹
の
起
源
」
『
茶
の
文
化
ー
そ
の
総
合
的
研
究
』
第
一
部
所
収
、
淡
交
社
、

一
九
八
一
。

茶
経
巻
下
八
之
出
、
「
茶
経
輪
誘
筆
記
仰
」
『
淡
交
』
一
九
六
二
年
七
月
号
、
参
照
。

四
川
茶
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
五
代
の
毛
文
錫
の
茶
譜
（
青
木
前
掲
書
の
輯
侠
な
ど
）
に
詳
し
い
が
、
宋
代
で
は
ま
と
ま
っ
た
記
事
が
検
出
で
き

な
い
。
権
茶
法
下
で
は
主
に
買
茶
場
の
名
を
冠
し
て
資
料
に
散
見
す
る
。
な
お
唐
代
の
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
布
目
潮
楓
「
唐
代
の
名
茶
と
そ
の

流
通
」
可
小
野
勝
年
博
土
頭
寿
記
今
日
泉
方
学
論
集
』
所
収
、
一
九
八
二
、
に
詳
し
い
。

徽
宗
大
観
茶
論
采
択
、
沈
括
夢
渓
筆
談
巻
二
四
雑
誌
一
。

加
藤
繁
氏
は
前
掲
書
で
「
片
茶
瓶
茶
は
擬
し
て
細
末
と
為
し
、
湯
に
点
じ
て
飲
用
し
た
の
で
、
そ
の
細
末
と
な
っ
た
も
の
を
末
茶
末
子
茶
な
ど

と
呼
ん
だ
L

と
し
、
梅
原
郁
氏
は
「
宋
代
茶
法
の
一
考
察
『
一
（
前
掲
）
で
「
宋
代
の
茶
は
大
ざ
っ
ぱ
に
臓
茶
（
団
茶
）
・
片
茶
・
散
茶
（
H
末
茶
）
・

草
茶
・
粗
黄
茶
な
ど
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
本
来
高
級
固
形
品
で
、
消
費
者
自
身
が
茶
研
で
粉
に
し
て
飲
用
に
供
す
る
臓
茶
・
片

3 
（

4
）
 

（

5）
 

（

6）
 

（

7
）
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（

8
）
 

（

9
）
 

茶
と
、
前
二
者
と
は
生
産
工
程
・
品
質
が
異
な
り
、
生
産
地
で
は
葉
茶
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
卸
・
小
売
の
段
階
で
石
臼
で
ひ
い
て
粉
末
に
さ
れ

る
散
茶
（
H
末
茶
）
、
そ
し
て
葉
茶
形
態
の
ま
ま
飲
用
に
供
さ
れ
る
草
茶
・
粗
黄
茶
に
分
類
で
き
る
」
と
し
、
士
口
林
森
広
氏
は
「
北
宋
の
水
磨
茶

専
売
に
つ
い
て
L

（
前
掲
）
で
「
草
茶
に
は
末
茶
の
原
料
に
さ
れ
る
時
と
、
葉
茶
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
る
時
と
の
こ
つ
の
場
合
が
あ
っ

た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
草
茶
の
み
に
関
し
て
、
山
下
寅
次
氏
は
「
苗
茶
の
こ
と
を
宋
時
代
に
は
茶
草
若
く
は
草
茶
と
も
呼
ぶ
」
（
前
掲

論
文
）
と
し
、
諸
岡
存
氏
も
「
草
茶
と
は
苗
か
ら
出
た
も
の
の
事
」
（
前
掲
書
巻
二
、
九
六
頁
）
と
し
、
一
方
、
青
木
正
児
氏
は
「
野
生
も
し
く

は
野
生
に
近
い
情
態
に
置
か
れ
た
木
か
ら
採
っ
た
茶
を
謂
ふ
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
（
前
掲
書
）
と
し
て
い
る
。

森
鹿
三
「
喫
茶
養
生
記
」
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
二
巻
、
一

O
七
i
八
頁
、
淡
交
社
、
一
九
五
入
。

楊
伯
曲
臆
乗
茶
名
に
は
次
の
如
く
あ
る
。
「
茶
之
所
産
、
六
（
陸
？
茶
？
）
経
載
之
詳
会
、
独
異
美
之
名
未
備
、
：
：
：
楊
街
（
街
？
）
之
作
洛

陽
伽
藍
記
、
日
食
有
路
奴
、
指
茶
為
酪
粥
之
奴
、
杜
牧
之
詩
、
山
寒
東
南
秀
、
茶
稽
瑞
草
魁
、
皮
日
休
詩
、
十
盆
前
皐
慮
、
曹
鄭
詩
、
創
外
尤

華
美
、
施
肩
吾
詩
、
茶
檀
周
糠
煩
子
、
酒
潟
忘
憂
君
、
此
見
於
詩
文
者
、
：
：
：
若
婚
背
・
蝦
須
・
鵠
舌
・
蝶
限
・
震
惹
歴
・
罪
罪
露
、
及
鼓
波
・

湧
泉
・
琉
璃
限
・
碧
玉
池
、
又
皆
茶
事
中
天
然
偶
字
也
」
。

天
野
元
之
助
『
中
国
古
農
書
考
』
五
一
ー
一
一
一
頁
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
七
五
。

周
藤
吉
之
「
南
宋
の
農
書
と
そ
の
性
格
」
『
宋
代
経
済
史
研
究
』
所
収
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
二
。

同
様
な
記
事
は
、
七
修
類
稿
巻
四
六
事
物
類
一
五
、
天
中
記
（
茶
董
補
巻
二
な
ど
に
も
見
え
る
。

天
野
元
之
助
コ
克
の
玉
繭
『
農
書
』
の
研
究
L

『
宋
元
時
代
の
科
学
技
術
史
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
七
、
参
照
。

波
多
野
善
大
前
掲
論
文
。

宋
会
安
食
貨
三
二
紹
興
元
年
五
月
十
七
日
の
条
。

宋
会
要
食
貨
三
二
紹
興
三
年
二
月
二
十
五
日
の
条
、
慶
元
保
法
事
類
巻
二
八
茶
塩
磐
断
獄
令
な
ど
。

布
目
潮
楓
「
唐
代
に
お
け
る
茶
道
の
成
立
」
『
立
命
館
文
学
創
刊
第
二
百
号
記
念
論
文
集
』
所
収
、
一
九
六
一
。

佐
久
間
重
男
前
掲
論
文
参
照
。

河
上
光
一
「
宋
代
田
川
に
於
け
る
楼
茶
法
の
開
始
」
（
前
掲
）
。

同
右
。
宋
会
要
食
貨
一
一
一
一
紹
興
三
十
一
年
九
月
二
日
の
条
も
同
様
に
階
層
分
化
を
示
し
て
い
る
。

（叩）
（日）
（ロ）
（臼）

（

M）
 

（日）
（珂）
（口）
（珂）
（問）
（却）

（

m
A）
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日
比
野
丈
夫
「
唐
宋
時
代
に
お
け
る
福
建
の
開
発
」
『
中
国
歴
史
地
理
研
究
』
所
収
、
同
朋
舎
、
一
九
七
八
、
斯
波
義
信
前
掲
書
四
二
一

l
八

頁
、
戴
国
輝
『
中
国
甘
庶
糖
業
の
展
開
』
一
一
五
｜
四
五
頁
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
七
。

「
摘
山
煮
海
之
利
」
は
建
炎
以
来
繋
年
要
録
雀
一
七
七
紹
興
二
十
七
年
七
月
庚
午
の
条
な
ど
、
「
摘
山
市
駿
し
は
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
乙
集
巻

十
四
川
秦
茶
馬
二
司
分
合
の
条
な
ど
に
見
え
る
。

宋
会
要
食
貨
コ
三
政
和
コ
一
年
二
月
十
九
日
の
条
、
方
豪
「
宋
代
僧
侶
劉
於
栽
茶
之
貢
献
」
『
大
陸
雑
誌
』
二
九
l
四
、
一
九
六
回
、
参
照
。

諮
問
存
『
茶
ー
ー
そ
の
科
学
と
薬
効
に
つ
い
て
』
四
二
頁
、
泰
光
堂
、
一
九
四
一
二
。
篠
田
統
「
唐
代
の
茶
」
『
生
活
文
化
研
究
』
十
一
、
一
九

六一一。
輿
地
紀
勝
巻
四
爾
漸
西
路
、
安
吉
州
景
物
下
に
は
「
貢
茶
院
、
在
野
興
豚
西
北
四
十
五
皇
、
正
（
貞
？
）
元
十
七
年
、
李
調
置
、
以
吉
祥
寺
東
廊

為
焼
、
修
貢
」
と
あ
り
、
呉
興
志
の
一
記
載
と
一
致
し
な
い
。

宮
崎
市
定
『
五
代
宋
初
の
通
貨
問
題
』
九
O
l一
一
一
頁
、
星
野
書
店
、
一
九
四
一
、
角
田
建
三
前
掲
論
文
。

同
様
な
主
旨
で
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
一
九
一
嘉
祐
五
年
コ
一
月
丁
巳
の
条
も
参
考
に
な
る
。

河
上
光
一
「
宋
初
の
茶
業
・
茶
法
」
（
前
掲
）
。

陳
正
祥
司
中
国
歴
史
文
化
・
地
理
図
冊
』
の
「
宋
代
之
茶
業
」
、
原
書
一
房
、

斯
波
義
信
前
掲
書
。
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「
黄
牛
映
茶
可
飲
」
と
は
、
茶
経
巻
下
七
之
事
に
見
え
る
「
夷
陵
園
経

加
片
ノ

（お）
（剖）

（お）
（お）

（幻）
（お）

（

mm）
 

（ぬ）
（但）
（沼）

黄
牛
剤
門
女
観
望
州
等
山
、
茶
若
出
限
L

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ

一
九
八
三
、
に
よ
っ
て
も
集
中
化
が
う
か
が
え
る
。


